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　年報第14号を、関係する方々のご協力によって、ここに発行することができました。今回は、
特集のテーマとして“ 卒業生輩出「最初の10年」” を設定しました。これは、今回テーマに向けて
高橋委員から出された案でした。本年報の対象年度である2009年の3月をもって、第１期卒業生
が巣立ってから10年が経過したことになり、正に時宜を得たものだと言えます。8月に開催され
た第1回年報委員会で諮りましたが、その場で、すぐにこれで進めようということになりました。
　環境科学部は、本学の開学当時、全国で唯一の「環境科学」を名称に掲げた学部として発足した
のですが、初期には教育面においても、まだ模索の部分、安定していない部分も多くあったと思
います。しかし、その中で新しい教育を追求しているという“ 開拓者 ” 的な雰囲気も学生には伝
わっていったと思います。その後の教育実践、経験の蓄積の上で教育も一定の安定化、充実化を
みせ、環境フィールドワークなど各方面から注目を集めるようにもなっています。
　その様な本学部での教育を受けて育ち、巣立っていった卒業生の皆さんが、現在どの様な仕事
に、どの様に考えながらとり組んでおられるかという様子についてや、学生時代を振り返りなが
ら本学部の教育についての感想、ご意見などを中心に寄稿してもらいました。また、これまでの
環境科学部の教育・研究の充実に腐心し、学生生活や進路にも気を配ってこられた学部長経験者
の方々にも登場して頂き、当時の気遣いや、これからの本学、本学部の教育のあり方など多面的
なご意見などを頂きました。
　今回の特集は、この様に学外の方々の大幅なご協力を得てしか組めないものでしたが、皆さん
から原稿執筆についてご快諾の上で送付いただき年報委員一同、感謝しております。また、博士
学位論文など、多くの原稿を頂きましたが、このことについてもご協力に謝意を表したいと思い
ます。
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